























現在、中国には激 しい社会変動が見られる。経済構造の大 きな変化・とともに、社会構造 も大 きく変化 し
ている。1970年代 までの 「平均化」社会形態が、現在の階層 の多様化 した社会形態へ と変化 しつつある。
社会構造が著 しく分化 し、職業を基準 とす る新 しい社 会階層分化 メカニズムが、これ までの政治、戸籍、
行政の身分を根拠 とす る分化 メカニズムに次第に取って代わるようになったか らである。従来 の 「2つの
階級 、1つの階層」(労働者階級 、農民階級 と知識人階層)か らなる社会構造は、10階層に分化 した社会構
造 に変化 したとされる(陸 学芸2002)。社会階層分化の進行 とともに、 中国において多様 な社会問題 が
発生 して きた。特に都市部で深刻化 しているのは、失業問題、貧富格差 の拡大の問題な どである。中国の
国家統計局に よると、所得の上位20%の市民 と下位20%の市民の格差は3倍で、さらに上位 と下位それぞ
れ10%の間に見 られる所得格差は4倍に もなっている(張 紐 尋2001)。
中国社会の階層分化 に伴 って、教育資源の配分 とそれへの接近の仕方 も、昔 と大 きく変わ りつつある。
家庭背景が子 どもの教育機会、学業達成に及ぼす影響は、ますます増大すると考え られる。特 に現在、義
務教育段階で も、名門学槙及びょりよい学校は多額の寄付金 を徴収 している。事実、子 どもが名門学校及
びよりよい学校 に入学す るか否かは、家庭の経済力 と社会背景に左右されている。
本論文は、中国東部のある都市の8つの家庭の分析 を通 じて、各家庭の所有する資本 と教育戦略選択 の
実態 を明らかにするとともに、変動期における中国都市部の各階層 の変化が子どもの学業達成 に与える影
響 と、そのメカニズムを分析 してい くことを目的とする。
本論文の構成は、まず第2節で分析の理論的枠組みを明確 にし、第3節で調査の概要 を説明する。そして
第4節で、8つの家庭 を上層家庭 と下層家庭に分けてそれぞれの家庭の社会的移動の実態 を描 き出す。第5








うとする傾向 とい う二重の意味において、不利 な立場 に置かれていると指摘 している。文化資本は、3つ
の形態 において存在 しうる。つまり、身体化 された形態、客体化 された形態、そ して制度化 された形態で
ある。これら資本の各形態は、特定の条件で互いに転化する事がで きる(P.Bourdieul986)。文化的再生
産論 の文脈 において、P.ブルデューは基本的に文化資本に 「個人的」あるいは 「家族総体的」 な所有 とい
う属性 を与 えている。その上、Pブ ルデューは 「拡大家族」あるいは 「家族集団」 に属する高度教育終了
者 また在学者の存在は、その家庭に とって特別な文化的情況だと指摘 しているが、それ を 「家庭環境の特
異性」 と見て、具体的な分析 をしなかった(P.ブルデュー1964=1997pp.46-47)。
P.ブルデューの理論 と部分的に重なるが、コールマンは 自分 自身の資本概念 を提 出 している。つま り、
子 どもの学業達成に影響する資本 を物的資本(PhysicalCapitaD、人的資本(HumanCapita1)、社会関係資
本(Soc副CapitaDの3つに分類 した。 コールマ ンは社会関係資本の役割 を重要視 し、家庭が所有する資
本の他の形態は、社会関係資本 を媒介 してのみ機能 しうる と主張する(」㎜esS.Colemanl988)。
本論文 において、文化資本 と社会関係資本の概念 に従って、各家庭の資本の所有状況 と教育戦略ぺの影
響を考察する。 また、教育戦略は、P。ブルデューの文化的再生産論 において意識 されない側面 も含 まれて
いるが、本論文では、「戦略 は当該社会状況 において、自らの目的のため に動員可能な資本 を動員可能な
経験則に したがって能動的に使 用すること」(米村1999p。8)という定義 を参考 にして、家庭の教育戦
略の意識的な部分に焦点 を当てたい。
3.調査の概要
本研究では、中国L市にあるY中学校N組 を中心 に、2回にわた って、現地調査 を行 った。第1回調査 は
2002年4月8日一4月29日(中学校2年第2学期)の3週 間で、第2回調査は9月!日一9月21日(中学校3年第1学
期)の3週 間である。主な研究方法は、アンケー ト調査 と現場観察、インタビュー調査 である。
イ ンタビューの対象は、「目的サ ンプリング法」 を用いて、「上層家庭 の成績上の生徒」、「上層家庭の成
績下の生徒」、「下層家庭の成績上の生徒」、「下層家庭の成績下の生徒」の4つのカテゴリー1)を設定 した。
そ してア ンケー ト調査から得 た情報(成 績 と家庭の階層)に よって、 インタビューが可能 な対象 を選出 し
た。実際許可を得てインタビューを実施 したのは8つの家庭であ った。その構成 は、表1の 通 りである2)。
インタビューは平 日の夜あるいは週末に、生徒の家 に1時間30分から2時間30分の訪 問をして実施 した。親



























荘 上 踊 灘 齢 10 酬 博 駄 紡 1㎜ 鰍
ゴ 下 蠣 鑑 蜷 船 磁 蔽 融 紡 20 融
カン 下 捕 輔 繍 12 磁 燈 融 紡 50 蝋
サイ 上 枷 囎 燃 2.鵠 囎 蔽 磁 ない 伽 嫌
チン 上 桶 燃 ㈱ 2.ユ6 嚇 蔽 融 紡 loo 鰍
レ 上 下層` ㈱ 燃 工04 聴 堺弓学校 専門学校 泌 1釦 卿
匹 下 禰 ㈱ 辮 夏.6z 嚇 蔽 徽 ない 20 専門学校
砂 下 冊 癒 釈 ZO4 囎 徽 轍 ない 5 専門学校
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4。8つ の家庭に見られる社会階層変動
8人の生徒の家庭には、中国の社会変動 と共に、この十数年間で大 きな変化が生 じた。 これらの生徒の
'家庭の変化は
、中国社会の急速な変化 を反映 している。親たちの内、高級管理職、企業主などになった者
もいるが、元工場の労働者で、企業の不況によって失業 し、生活が苦 しい状態に陥っている親 もいる。
4.1上 層 に上 が った家庭
新 しく形成 されている中国の社会構造の中で、職業を基準 として各階層 は序列化 されている。その中で、
社会の上層 に分類 されるのは、組織的資源(権 力資源)、経済的資源、文化的資源の三種類の資源を優越
に占有 している人た ちである。本論文 において、上層に属する家庭はオモ くん、ゴ くん、カンくんの3つ
の家庭である。
【ケース1】 オモ くんの家庭 オモ くんの父親は山東省の田舎の出身で、祖父は農村の小学校の校長
であった。オモ くんの父親は小 さい時か ら勉強が好 きで、ずっと成績が良かった。中国の文化大革命が
終わった翌年に、大学受験制度が復活 した。は じめての受験生 として、北京のある大学に進学 した。大
学卒業後、現在 の職場に就職 して、ずっ と金属防腐 についての研究をしてきた。その研究の業績の積み
重ねによって、研究所の所長に昇進 した。中国政府 の 「五 ・一労働賞」 を受賞 したこともある。オモ く
んの母親はL市の出身で、大学卒業後、医 者 として、市立病院で働いて きた。オモ くんの父親の説明に
よる と、家の面積は100平方メー トルで、L市の平均水準 と比べて高い レベルであるが、現在 、別荘地
の住宅 を買い求めているという。
【ケース2】 ゴ くんの家庭 ゴ くんの両親は、ともにL市の周辺地域 に生 まれた。親戚 は大体 この地
域 に住んでいる。父 親の親は、肉体労働者であった。母親の親 は、昔は農業に従事 していたが、.都市の
開発 とともに土地を失って、商店の経営 を始めた。父親は17歳の時 に学校 をやめ、港(p都市で働 き始め
た。貧 しい生活か らの脱 出は、ゴくんの父親の強い原動力 となった。重992年に建設会社を設立 した。現
在は不動産会社 に発展 して、従業員は100人以上である。夫婦一緒 に会社 を経営 している。
【ケース3】 カンくんの家庭 カンくんの父親はL市の周辺の農村 で生 まれて、親は農業に従事 して
いたbカ ンくんの父親は高校卒業後軍隊に入隊 し、同時に軍隊の大学に入学 した。卒業 して、あちこち
転勤 したが、91年に現在の空港の管理職に就いた。 カンくんの母親はL市に生まれ、親は タバ コ会社の




て、裕福 な生活を手に入れている。 しか し、生活の内容および求めている価値においては、異なる様相が
見 られる。
4.2下 層 に落 ちた労働者家庭
本論文で、下層に属する5つの家庭はすべ て労働者の家庭である。中国の労働者階層 は、歴史的に高い
社会的地位 を占めていた。新 しい中国の成立 とともに、労働者階層は、中国の リーダーとしての社会的地
位が確立 された。 しか し、この数十年の問に、中国社 会の全面的な改革の中で、都市労働者階層 に対す る
優遇政策はなくな り、都市労働者の社会地位は著 しく低下 している。中国社会の研究者の問で も、都市労
働者階層を社会下層 に分類するようになっている。
【ケース4】 チ ンくんの家庭 チンくんの家庭は、工場住宅地の五階建て ビルの4階にある。両親は中
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国の 「文化大革命」 を経験 し、あまり良い教育を受けなかった。父親は、企業の低級管理職であり、母
親はブルーカラーである。父親の勤務先企業の経営状況は良 くないので、時々何 ヶ月か遅れて給料が支
払われる ことがある。母親は一度失業 したことが る。両親の平均 月収は、父親が1200元、母親が600元
で、L市の工場労働者の平均 月収 と比べて、少 し下回っている。
【ケース5】 ドンさんの家庭 ドンさんの家庭は、L市東北部のある住宅地の3LKの部屋に住んでいる。
両親は、田舎か ら専門学校に進学 し、卒業 してから、現在のエアコン会社に勤 めている。父親 は、会社
の修理部 で修理 と会計の仕事 をしている。母親は、会社の倉庫管理職である。家庭 の総収 入は、1,700
元である。L市の工場労働者の平均水準 に達 していない。
【ケース6】 サイ くんの家庭 サイ くんの家庭 は、L市の周辺部 にある工場住宅 ビルの2LKの部屋 に住
んでいる。サ イくんの父親は、高校卒業後2童年間段ボールの工場で勤めてきたが、いま、工場 は不景気
であ る。2年前電器修理の仕事 を兼職 し始めた。現在、合計収入は大体1,200元である。母親は、高校卒
業後、ずっと印刷工場で働いていたが、昨年早期退職 となって、今の月収は600元である。
【ケース7】 コエ くんの家庭 コエ くんの家庭は、工場宿舎の3LKの部屋に済んでいる。コエ くんの父
親は、工場で部品加工の仕事 をしている。母親はある企業の保健室で仕事 をしていたが、企業の倒産で
仕事 を失 った。現在家でセーター加工の仕事に従事 している。父親の月収は600元、母親の月収は500元
で、家庭の収入はL市では、低い水準 である。家庭経済の状況は厳 しい。
【ケース8】 オウ くんの家庭 オウくんの両親 は、 ともに中学校卒である。15年前農村からL市に来
た。L市 に来る前 に、結婚 して2人子 どもを生 んだ。祖父は 「山東省OO庁 」 の庁長であったが、10年
前亡 くなった。オウくんの母親は、食品工場で仕事を していたが、3年前工場が倒産 した。父親 も3年前





4.38つ の家庭 の社会地位 の変化
3つの上層家庭は、その上昇ルー トがそれぞれ違 う。 オモ くん とカンくんの親が、学歴の獲得 によって
社会的な上昇 を達成 したのに対 して、ゴ くんの親は、学歴 とは無縁な まま、経済的な成功 によって社会上
層への仲間入 りを果た した。そのため、3つの家庭においては、所有資本の量や構成は違 う。共通 してい
るのは経済の面でかな り裕福 な生活ができている点である。高級住宅 と車の保有はその豊 かな生活の象徴
でもある。
同様 に、労働者階層 の構成 にも、複雑な様相が見 られる。労働者の親は各階層 から労働者階層 に入って
いる。5つの家庭の中に、祖父が大学の先生(チ ンくんの祖父)、高い レベルの国家の管理者(オ ウくんの
祖 父)あ るいは大企業の高級管理者(サ イくんの祖父)で ある場合 もあれば、 もともと工場の労働者(コ
エ くんの祖父)や 田舎の出身者(ド ンさんの祖父)で ある場合 もある。 この現象は、中国の労働者階層が




は大 きく変わ りつつあ り、社会階層の構成の複雑な様相 も生みだ した。
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5.家庭の資本構造と教育戦略
生徒た ちの家庭の資本構造は、複雑 な様相 を呈 している。上層 に行 くほ ど、経済資本は豊富になってい
くが、文化資本にはこの ような特徴がみ られない。この現象は、中国の社会階層形成の段階 と関係 してい
ると考え られる。各生徒の家庭 は、その変化 の過程 と状 況に関連 して、異 なる教育戦略 を用いていた。
以下、各家庭の資本の所有と教育戦略 を分析する際に、生徒の成績を基準 とし、階層 ごとに八つの家庭 を
記述する。
5.1上 層 家庭の教 育戦略
本研究の対象の中に、3つの形態の文化資本が ともに豊富な上層家庭は、オモ くんの家庭 しかない。経
済 的に裕福な他の2つの家庭 は、文化資本の様相 は必ず しも豊か とはいえない。3つの家庭に見 られる文化
資本の状況 と教育戦略には、大 きな違いが存在する。
5,1.1成 績上位 の生徒 の家庭 にお ける文化 資本 と教 育戦略
オモ くんの成績 は、2学年の冬試験で、クラスの中の23番目である。上の3分の1に入っている。普通 は
この成績で、名門高校に進学する事は難 しい。 しか し、卓球の試合の成績が優秀なので、中学校2年 とい
う時点で、名門高校の入学許可をほぼ確実に獲得 した。
①高い教育への志向
オモ くんの父親は、中国の教育制度を普通 の親 より深 く理解 している。特 にその競争 について、普通の
方法で勝 ち抜 くのは並大抵のことではない とオモ くんの父親は考える。 しか し、中国の学校制度では 「特
技のある生徒」に対する特別入学制度が設けられているので、オモ くんの父親は、 この制度の利用 によっ
て息子の名門大学への進学可能性 を高め ようとして きた。
「いまの中国で は、進学の競争が激 しす ぎます。 普通の子 どもがい くらがんばっても、重点高校 に入学
で きる点数 を獲得できる保証はあ りません。だか ら、私はほかの道を考えました。現在、北京大学、清
華大学などの大学は特技のある生徒 を選抜する制度があ ります。例 えば、卓球 に強い生徒が一定の点数
すなわち普通の点数の70%に達 したら、入学がで きるというような特別な枠があ ります。 また、重点高




が積み重 なるとともに、地位 も上昇 した。母親は病院の勤務医を勤めている。家庭の経済状況は豊かで、
しか も徐々に上昇 している。 このような発展過程か ら、親自身が高い進取的精神 を持 ち、子 どもにも高い
期待 を持 っている。オモ くんの家では、本をた くさん所有 している。そ して、オモ くんの父親は、息子の
勉強にも強い関心を持っている。
「家では、本は少な くとも、玉,000冊ぐらいあ ります。 しか し、息子は卓球の訓練 もあ りますから、時間
的にた くさんの本を読む余裕があ りませ ん。本があって も、読 まないと役 に立ちません。 だから、息子
に読 ませたい本 を、私がまず読み、息子 にふ さわ しい と判断 した ら、買ってや ります。私は常 日頃か ら
息子が本を嫌が らないように努力 しました。」.
〔オモ くんの父親〕
本をた くさん読むことよりも、オモ くんの父親は、息子の勉 強の興味 を直接に引 き出す方法を考えてい
た。特に、息子が難 しい と感 じる物理学に、力を入れている。オモ くんの父親は、物理学の実験道具まで
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家に用意 している。 オモ くんの家には、 コンピューター、電子辞書など勉強 に必要なものは何でもそろっ
ている。 オモ くんの父親 によれば、わざわざこれらの ものを買ったのではな く、必要に応 じて所有するよ
うになったのだ とい う。
③積極的な勉強への支援
オモ くんの家では、親の子 どもの勉強へ の積極的な関与が よく見 られる。父親は仕事が忙 しいが、子 ど
もの勉強 と卓球の訓練の指導 を毎 日欠か さない ように している。そ して、オモ君の父親は、家庭が子 ども
に与 える影響 をはっきり意識 している。特 に、親 として暖かい家庭の雰囲気 をつ くって、子 どもをその雰
囲気の中で成長 させ ることは、子 どもに対 して一番いい早期教育になるとオモ君の父親は信 じている。
オモ くんの家庭 には、経済資本が豊かである。豪華 な住宅、豊富な本、コンピューダー、個人の勉強部
屋、そ して学校の物理学実験の道具 まで持 っている。豊かな経済資本は、単 に物質面で オモ くんの家庭生
活に影響 しているだけでな く、教育方針に も影響 している。経済面での プレッシャーがないか らこそ、高
い教育目標を達 しやすいが一定 の 「危険性」 もある教育戦略を取ることがで きる と考えられる。
5.1.2成 績下位 の生徒 の家庭 にお ける文 化資本 と教育戦 略
ゴくんは、クラスの中では、目立たない生徒である。中学校2年の2つの学期試験では、クラスの60番目
以下の成績であった。成績はよくないが、あ まり悪いことは しない。 カンくんは、背が高 くない生徒で、
クラスの前の方 に座 っている。成績は、2年連続60番目以下である。同年齢の生徒 と比べて、 まだ子 ども
っぽいと母親は考えている。
カンくんとゴくんの家庭 は、すでに高級マ ンシ ョンや車などを所有 し、豊かな生活 を営 んでいる。この
意味でカンくん とゴくんの家庭 は中国における経済的上層 といえる。 しか し、文化資本の面では、必ず し
も経済資本の ように高い とはいえない。2つの家庭の親は、学歴の面では決 して高 くはない。4人の うち3
人が高校あるいは中学卒である。 ゴくん とカンくんの親の従事 している仕事、それぞれの経歴はかな り違
う。 しか し2つの家庭の教育の戦略 には共通する部分が見 られる。
①子どもの教育は二の次
ゴくん とカンくんの家庭 は、 ともに中 ・下層か ら急上昇 して きた家庭であるあそのため、子 どもが小 さ
い頃、家庭の中心的な目標は経済の上昇にあった。子 どもの勉強には力を注がなか った。
ゴ くんが5歳までは、両親の会社の創業期であった。 ゴ くんは漢字な どを教わった記憶 はあまりな く、
自分一入で遊んでいる日が多かった。その頃、父親はとて も忙 しかった。母は金物店を経営 していた。 ゴ
くんの両親は子 どもの早期教育について考えた こともなかった。子 どもの教育に対するゴくんの父親の態
度には、一定の矛盾が感 じられる。一方では、子 どもがいい成績 を取 って、将来大学 に行 って欲 しいとい
う期待 を持っていなが ら、他方では、大学に行かな くて も経済的な成功 を収めることがで きる と考 えてい
る。ゴ くんの父親は、自分 は学生時代 に勉強は全然できなかったが現在は成功 していると、何回 も口に し
た6
「実は、学歴 さえあれば成功するとい うわけではない と思います。実力がない と役 に立 ちません。例え
ば、私はただの高校卒ですが、私の企業 にも何名 もの大学卒業生がい ます。だか ら、 自分の学歴が高 く
な くて も、会社を作れば、大学卒業生を雇用することもできます。」
〔ゴくんの父親〕
カンくんの両親は、 自分たちがいい生活 を得 られるように、10年間ぐらいがんばって きたという。その
間、家庭の中心的な関心 は、経済の向上であった。父親は、い までも、仕事は一番大事 だと考 えている。
毎 日10時間以上仕事 をしている。母親は、カンくんの小学校5年の時、社長の仕事 を辞めた。その後、2度 ・
転職 したが、現在、家の近 くにある不動産会社の会計を している。
変動期における中国家庭の階層移動と教育戦略 一8つの家庭のインタビュー分析を手がかりとして一 49
「その頃、息子の教育 には、あ まり力を注 ぐことがで きませんで した。 しか し、私 ども夫婦が もしあん
なにがんばらなかったら、現在の生活 レベルには達することがで きなかった と思います。」
〔カ ンくんの父親〕
中学校2年の時点で、親はカンくんの進学 について、悲観的な考 えを持っている。いま考 えているのは、
「高校 に行かないと、将来仕事が きわめて難 しいから、普通の高校には絶対行かせたい。 その後、 カンく
んの勉強状況を見て、 どうするのか を決める」 とい うことである。
②文化的な環境の欠乏
経済的に豊かになった2つの家庭 には、意外 と文化資本は乏 しい。経済的資本が、子 どもの勉強 に役立
つ 「文化資本」 に転化で きるとは言い切れないのである。 ゴくんの家では、コンピューター以外、あ まり
子 どもの勉強に関係する ものは見 られない。家の中に、雑誌を含めて、本がわずか20冊しかない。 カンく
んの家で も、大体同 じような事が見 られる。カンくんは週に一回週刊誌を買っているが、両親はあまり本
を買 わない。カンくんが読み終わったら、親が読 むという。
③お金の投入と勉強の子 ども任せ
2人の生徒の親は、ともに子 どもの勉 強に対す る積極的な支援が少 ない。経済的に豊かになるに伴 って
支援が多 くなる場合で も、時期的に遅い点、方法が欠如 している点において特徴的である。
ゴ くんが5歳になる頃、両親は経済 的に豊かになっていた。 しか し、会社 の経営 は一層忙 しくなった。
その時、私立学校が、初めて山東省 に設立 された。 ゴくんの両親は、子 どもを教育する時間と精力がない
ため、教育の質の高そ うな私立学校 に息子 を入れることに決めた。重993年にゴ くんは家か ら離れて、「山東
省の青島市にある私立学校に入学 した。 しか し、私立学校の教育の質はギくんの親の期待するほどではな
かった。結 局小学校4年の時、再びL市のY小 学校 に転校 した。子 どもの早期教育について、 ゴくんの父
親は、こう語 っている。
「5歳の時、息子を山東省の初の私立学校に入れま した。 自分は子 どもを教育する時間と精力はあ りませ
んか ら、いい教育 を息子 に受け させたいので、私立学校 に行かせ ま した。 実は、息子の教育に既 に50
万元以上のお金を投資 しましたが、'効果はあ まりなかったようです。少 し悔 しいです。」
〔ゴくんの父親〕
カンくんめ早期教育について、両 親はほ とんど何 もしなかった といってもいい。 カンくんが生まれてか
ら5ヶ月後、田舎の祖父母の家に預けた。そ してカンくんは、小学校4年まで、ずっと祖父母の所で育てら
れていた。 カン くんの父親は、 自分が幼い頃早期教育を受けた経験がなか ったため、息子の早期教育につ
いて考えもしなかった。
中学校二年になつた現在、カンくんの両親は、息子の勉強を気に している。何 とか しようとい う気持 も
インタビューか らよ くわかる。もともとカンくんは別の通学区の学校に入学 しなければならなかったため、
カンくんの親は、カンくんをい まの学校に入れるために、置万元以上のお金を出したという。
上層の生徒の家庭 に共通するのは、家庭の経済資本の豊富 さである。3人の生徒の家庭 は、かな りの経
歴の違いが存在するものの、中国の社会変化にともなって、社会の下層か ら、上層へ と移動 した。しか し、
3つの家庭は、親の学歴、職業、経歴の違い によって、それぞれ違った教育戦略を採 って きた。特 に、家
庭の上昇過程の違いは、家庭全体の生活ス タイルの違いをもたらし、さらに、異なる親子関係 をつ くりだ
した。
上層家庭の経済資本の有利 さが、直接 に子 どもの成績 とつなが らないことは、明確になった。経済資本
の有利 さが、子 どものいい成績 に転化するためには、一定の 「媒介」が必要である。すなわち、親の子 ど
もの教育に対す る態度、子 どもの教育への関与、家庭の 「文化的資本」の蓄積 などが、子 どもの学業成績
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5.2.1成 績 上位 の生徒 の家庭 にお け る文化資本 と教育戦 略
労働者家庭の生徒のなかで、チ ンくん、サ イくん と ドンさんの3人はいい成績 をおさめている。チ ンく
んは、2学年末の試験で学年の第5位であった。 ドンさんは、クラスの中で、ずっと第3番目の成績で、学
年の中で も、20番目の好成績 を収めている。サイ くんはクラスの中で2年連続2番・で、学年中では8番であ
る。3人の生徒の親 たちは、それぞれの企業で、それぞれの職業に従事 している。子 どもの教育への情熱
とそれな りのノウハウを持つのが共通 に見 られる特徴である。
①高い教育への期待
3人の労働者家庭の親たちは、子 どもの教育達成 に相対的 に高い期待 を持 っている。親たちは自分 自身
の経歴か ら、そ して現在の社会変動から、学歴が子 どもに対 してきわめて大 きな意味 を持 っていることを
悟 っている。3人の子 どもの親たちは、大学 に行 くことを労働者階層から脱 して社会地位 を向上 させるほ
ぼ唯一のルー トと考えている。このような認識は親たちの子 どもへの高い教育期待 と繋がっている。
サ イくんの両親に とって、子 どもの勉強の動機づけは、かなり明確で現実的である。現在の社会では、
高い学歴を持たなければいい仕事 を手 に入れ られないか ら、息子 をどうして も大学に行 かせたい。サ イく
んの父親は、大学の学歴の重要性を息子に伝 えている。
「将来、いい仕事、いい収入がある ことこそが生存の条件です。いまの勉強は㍉将来の仕事 と関連 して
考えるべ きだと、時々息子に話 しています。」
〔サイ くんの父親〕
ドンさんの両親は、学歴 を重視 し、娘の進学 については、大学 まで行ってほ しいと願っている。娘がか
なりがんばっているので、あ まり学習の事 に口をは さまないが、時々社会の変化や自立力の:重要性 につい
て話す。特 に娘 に良い環境 を作 ってやる事の重要性 をよく認識 している。
「親は子 どもの勉強にそんなに大 きい影響 を与えているとは言 えませんが、親 として子 どもの勉強を重
視 しなければなりません。時々職場のことも娘 に話 します。われわれは、仕事を一生懸命やっています。
そ うしなければ、解雇 される。失業すると、怖いですよ。だか ら、生徒の本業は勉強です。成績は重要
です。」
〔ドンさんの母親〕
チ ンくんの場合、親は子 どもが大学に行 くこと、そ して名門大学 に行 くことを当た り前のように考えて
いる。その自信は、チ ンくんのいい成績から得 られている面 もあるだろ う。しか しチ ンくんの小 さい時に、
この 目標はすで に確立 していた とい う。「息子が大学に行かないことなんて、考え もしなか ったです。大
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学 に入 らない と、貧 しい生活 しかできないか ら」 とい うチ ンくんの父親の話には、労働者家庭の親の高い
教育期待の背後に潜んでいる不安が表れてい る。
②社会関係資本に よる 「周辺的文化資本」の獲得
労働者家庭 において、親の学歴 に代 表 される 「制度化 された文化資本」 と本や コンピューターなどの
「客体化された文化資本」 とは、 ともに多 くない。 これ らの文化資本は、P,ブ ルデューの文脈から言え
ば、「個人的」 に存在する文化資本である。 しか し、労働者家庭のインタビュー調査を通 じて、文化資本
の他の存在形態を発見す ることがで きた。それは 「周辺的文化資本」の存在である。3人の生徒の家庭は、
社会関係資本 を通 じて、周辺的文化資本の獲得の戦略 を取 っている現象が見 られている。
「周辺的文化資本」 とは、個々の家庭 には存在 しないが、その家庭の周 りに存在する形態の文化資本で
ある。親族や職場仲間の中に存在する高等教育経験者は、そ して、各家庭 の周辺 にある利用可能な書物、
絵画、辞書、道具、機械など 「周辺 的文化資本」を労働者家庭の成績の良い生徒はよく利用 している。
チ ンくんの祖父は、大学教師で、チンくんの小 さい時から、チ ンくんの教育に力を入れていた。サイ く
んの祖父はあ る工場の社長であった。学歴は高 くないが、職場でいろいろ教育を受けた。祖父の指導 によ
って、サイ くんは読み書 きの習得 などが早か った。また、チ ンくん、サイ くんと ドンさんの親は、職場に
おける高等教 育経験者 との交流 も多かった。
「中学校 に入った後、初めの2ヶ月は、娘はす ごく緊張 しているようで した。特 に英語は難 しそ うで した。
大学 を出た同僚から、英語の勉強の近道 はないが、よく読む、 よく聞 く、 よく話すのが、一番有効な方
法だと言われました。これを娘に話 した ら、緊張が大分やわらげられ、だんだん落ち着きました。」
〔ドンさんの母親〕
同時 に、3つの家庭 の子 どもは、音楽教室、美術教室、少年宮(子 どもセ ンター)あ るいは本屋 をよく
利用している。
「小学校の3学年の終わる頃、勉強ばか りさせていて もどうか と思 って、何 か習い事を しないか と娘を誘












「私の働いている工場 には大学 を卒業 した人が何人かい ました。 よく子 どもを工場に連れて行 って、そ
の人た ちと話をさせ ました。時にはその人たちを家に招いて子 どもとの交流の機会をつ くったこともあ




育に関する情報や助言を もらえる。親 と学校の先生が よい人間関係 を保持す るならば、子 どもは学校生活
において、先生の関心 と各種のチャンス をよ り多 く獲得することになる。
「学校の先生 との関係をとて も重視 します。息子が、小学校に入った とき、私は先生 に手紙 を書 きまし
た。先生は喜んで くれて、息子にも注 目して くれるようにな りました。小学校から今 まで、prA会には
全部出席 しています。」
〔チ ンくんの父親〕
社会関係資本による 「周辺的文化資本」の獲得 は、成績のいい3人の家庭に とって、 自分の家庭 の文化
資本の不足 を補う意味 を持っている。 この戦略によつて、3人の家庭は文化資本の障害 を乗 り越える事が
出来た といえよう。
③積極的な勉強支援
三人の生徒の親は、小 さい ときか ら、子 どもの勉 強に熱心な指導を行っている。そ して、今の段階では
子 どもの勉強内容はだんだん分からな くなっていると言 うが、子 どもの勉強の協力や精神面のサポー トを
重視 している。
サ イくんは、小 さい時か ら質問が好 きで、好奇心に溢れていた。親はこの特徴 をよく捉 えていた。息子
の問いかけを大事に して、で きるだけ正 しく答 えてやることは、サイ くんの両親の原則であった。特 に何
かを計画的に行 ったわけではないが、サイ くんの両親 は、普通学校で教えている内容 を早い うちに息子 に
教 えた。
「小学校の時は、息子の勉強の手伝 いや、具体的な指導を多 くや りました。その頃、勉強の内容 はまだ
や さしかったです。主人は理科系の科 目の成績が よか った し、私 も文学が好 きで、いろいろな助言を し
ま し た 。」
〔サ イくんの母親〕
ドンさんの母親は、娘が小 さい頃、その勉強に積極的 にかかわって きた6幼 稚園の選択では、有名な幼
稚園を選び、苦労 して毎 日遠いところの幼稚園に通わせていた。そ して}小 学校や中学校のほ じめ頃まで
は、 よく勉強を手伝 った り、ア ドバ イスをした りしていた。
チ ンくんの親は、子 どもの勉強 にたいする指導は、中学1年の時にもうすでにで きなくなったというが、
職場の大学卒の人や大学の先生である祖父の力 を借 りて子 どもの勉強を積極的 に支援 しているという。
成績のいい労働者家庭の生徒たちの家庭は、必ず しも豊富 な教 育的資源 に恵 まれているとはいえない。
しか し、これ らの家庭は、両親 の教育熱心 さから、早期教育の実施 とい う戦略を採った。この早期教育の
成功 によって、子 どもは小学校 入学の段 階ですでに有利な立場 を獲得 してい る。そ して先生か ら誉め られ
たり、ほかの子 どもから尊敬 された りして、自分 も満足感 を味 わう中で 自尊心 も形成 され、 これが更なる
勉強の動機づけとなって、高い学力 につながっている。同時に、家 庭で限られた文化資本を十分 に利用す
ることに よって、家庭要因 と学校要因の相乗効果が もたらされ、子 どものいい成績が維持 される。以上が、
いい成績の生徒が形成 されるメカニズムといえるだろう。
5.2.2成 績 下位 の生徒 の家庭 にお ける文化 資本 と教 育戦略
コエ くんはとて もまじめな生徒で、ロ数 も少ない。2学年の学級試験は、コエ くんは、クラスの中で68
番 目である。 オウ くんはクラスの授業に、半分以上出席 していなかったため、1年生の時の成績はクラス
の70番目で、2年生か らは試験 にも参加 してい ない。 よくほかの生徒 と喧嘩 した り、 タバコを吸った りし
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て、先生たちを悩 ませている生徒である。2人 の生徒は学校の適応状況はちが うが、家庭にはよく似 てい
る部分がある。
①高い教育 目標の放棄
二人の生徒の家庭では、親が教育の重要性 を認識 しているにもかかわらず、家庭の経済状況 と子 どもの
成績不振 によって、早いうちに高い教育 目標を放棄 した。
コエ くんの進路について、母親はかな り悲観的な見通 しを持っている。大学に行 く可能性は もう諦めて
いるようである。コエ くんの親は、普通の高校 に息子 を行かせる意味はないと決断 し、職業高校 に行かせ、
早 く仕事 に就かせることを計画 している。
「息子 は高校 にあがれないと思 います。高校、大学 に行かせた くない訳ではないですが、それは現実性
があ りません。息子 には手 に職 さえあれば、仕事 を見つけて、生活 を保証で きると思 います。だから、
息子は専門学校 に行 って、技術 を身につけて自立する しかない と思います。」
〔コエ くんの母親〕
オウくんの母親は、現在の社会において大学 に行 くことが子 どもにとって非常 に重要であることはわか
っている。成績が よければ、借金を して も息子 を大学 に行かせたいと考えている。 しか しその気持 ちは、
なかなか息子に伝わ らないようである。




2つの家庭の共通点は、子 どもの勉強への投資 の少なさである。子 どもの勉強 に必要 とされる物 も足 り
ない。コ手 くんは自分の部屋を持っているが、コンピューターがない し、本などの 「文化資本」 も少ない。
オウ くんの場合は、勉強部屋、 コンピュー ター、本な ど何 も持っていない。
「家には、古 い本、学校から配 られた本、そ して娯楽、体育雑誌など全部で20冊ぐらいです。学校 から
配られた英語の読み物 もあ りますが、読んで もあ まり役 に立ちませ ん。」
〔コエ くん フィール ドノーツ〕
また、2人の生徒の家庭は、子 どもの勉強 に役立つ社会関係資本 も少ない。 オウくんは故郷である河北
省の農村で生 まれ、3歳まで は、そこで祖母 と一緒に過 ごしていた。その後、祖母 に連 れられてL市に来
た。親 戚は、大体故郷 に住んでいる。L市には、父親の妹の一家がいるが、年 に数回 しか会えない。コエ
くんの両親の家族は、大体L市に住んでいるが、以前か らあ まり交流は多 くない。特 に、近年、コエ くん
の両親は、生活の維持に精一杯で、親 戚た ちと顔を合わせることも少な くなってお り、せいぜい年 に1、2
回みんなで集まる程度である。そ して、家庭以外 のネットワークも少ない とい う。




二人の生徒の親は、 自分の学歴が低いとい う理由で、子 どもの勉強 について無力感 を抱いている。そ し
て、学校の先生に大いに期待 しているが、その期待は先生にも応 え切 れない部分が大 きい。`
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コエ くんの両親は、 ともに高校卒であるが、 自己評価は高 くない。「文化大革命」時の高校生であるこ
とが、その理由の1つである。 コエ くんへの勉 強の援助 は、小学校 の時には少 しあったが、援助の仕方が
わか らないため、だんだんな くなっていった。コエ くんの母親は、この事 について戸惑いを感 じている。
「現在、息子の成績 はクラスの中で も悪い方 にな りました。私は本当に仕方のない人間です。悪い成績
を見ると、頭 にきて、叱ることしかで きません。息子の頭は悪 くない と思 うのですが、どうして成績が
上が らないのか、わか りません。」
〔コエ くんの母親〕
学校の教育の仕方 について、 コエ くんの母親は不満を持っている。 自分の息子があまり重視 されていな
いからだという。学校 との関係について、コエ くんの母親はこう言 った。
「息子 はいつ も教室の後 ろに座 らされています。 しか も、周 りは、勉強が出来 ない子ばか りです。 もし
周 りに勉強の出来る子がいれば、多分息子 に良い影響を与 えて くれると思いますが、先生はそ うして く
れません。自分 の子 どもは成績が よくないので、恥ずか しくて、先生にこの要求を話すことができませ
んで した。現在、町A会 にさえ出席 した くな くな りました。」
〔コエ くんの母親〕
オウくんの家庭 には、亡 くなった祖父以外大学経験者はいない。親 は農村で教育を受けたが、 ともに中
学校 までである。オウくんの親は、息子の教育に何の手だてもな く、 もう先生 しか頼れる人はいない とい
う。
「担任の先生 には、いろいろご迷惑 をかけま した。親 として無力で、 とて も恥ずか しいです。時 には先
生に頼みます。 もし、息子が何か悪いことを したら、先生は殴って もいいと言 ったこともあ ります。」
〔オウ くんの母親〕
以上のように2人の生徒の家庭に経済資本が相対的 に少 ない事はい うまで もない。そ して2つの家庭の共
通点は、子 どもの勉強への投資の少 なさである。2つの家庭の両親は、高校卒 と中学校卒の学歴 を持って
いる。この点では、クラスの普通の家庭 とあまり差はないが、これ らの親は自分の学歴に自信 を持 ってい
ない。このため小 学校の時から、子 どもの勉強に対す る指導 と支援が少ない。このように親が所有する知
識、物事の見方、子 どもの勉強に対す る態度か ら生み出 される家庭の知的環境 は、よい とは言 えない。イ
ンタビューの時点で、2人の親は、子 どもが大学に入って欲 しいと言っていたが、実は子どもが小学校 の
頃成績 はよくなかったため、すで に大学に行 く可能性がないと判断 していた。それ故、親の子 どもの教育
への関与の度合と意欲 は、低い水準 に留 まっていた。言い換 えれば、2つの家庭は、子 どもの教育に対 し
援助する能力、意欲 はともに欠けていた とい うことになる。 この2つの家庭は、子 どもの教育について、
学校に大 きく依存 している。親たちは、自分の能力、時間、経済力の弱 さか ら、 自分の子 どもの教育を学
校側あるいは先生が もっと重視 して欲 しいという意識 を強 く持 っている。インタビュー中、コエ くんの母
親は、学校が 自分の子 どもにあま り関心を示 さないことに対する不満 を語 っているが、この ような要求を
学校側 に伝 える勇気 もなかなか出ない。そ して、 この ような学校側に対する不信感か ら、学校への協力も
少 なくなっていた。オウくんの親は、担任の先生に自分の子 どもの全てを一任 したい という考 えを持って
いるが、学校 と先生 はこれに応 じきれない ことがわかっている。2つの家庭 の親は、学校の運営 と仕組み
について、あ まり馴染んでいない こともあって、学校に大 きく期待 しているにもかかわらず、学校、先生
























中国の急激 な社会変動は、短期 間に社会階層の分化をもたらした。特 に経済資本の所有の変化 は大 きい。
近年指摘・されて きた中国社会における貧富の格差の拡大 という現象によって、本研究において も明 らか に
なったように、上層の家庭の収入は労働者家庭のそれ と比べて10倍あるいは数十倍の差 を見せている。親
たちの社会的地位の変化は中国の社会構造の変化に左右 されているが、学歴の獲得 による社会上昇 と、経
済資本の獲得 による社会的地位の上昇 という2つの上昇ルー トが本硬究において確認 された。 同時に、労
働者階級の構成の複雑な様相が明らかになった。労働者階層の構成員の中には、田舎の出身者や労働者家
庭の出身者だけではな く、知識人の息子や企業の高級管理者の息子 もいる。 これが中国のいまの階層の構
成の特色 とい えよう。
現在の中国では、教育達成の価値は、・.各階層においてかな り高い評価 を得ている。つ まり、高い学歴が
子 どもの社会的地位の上昇に重要な意義 を持つことは、 どの階層の家庭で も認められている。学歴は家庭
の地位の上昇、維持の重要な手段 として、既 に競争の対象 となっている。労働者階層 の親 も、その意味は
十分認識 している。確か に中国は、大学の進学率、国民の大学卒業率 などの面では、まだ低い水準にとど
まっている。 しか し、社会上昇、階層形成のメカニズムは、すでに 「学歴社会」の様相 を呈 していると言
っていい。この 「学歴社会」の現実が、都市部のあ らゆる階層の意識に浸透 していることは、本研究にお
いて も明 らかになった。 この教育への熱い期待 は、中国の社会の教育競争 を煽 っている。
しか し、中国においては、階層 による経済資本分布の不均衡によって、各階層 における学校制度に影響
する力の違いが現れてきている。家庭の資本は上層に行 くほど多 くな り、その差 も大 きくなっているのが
現代中国の現実である。上層の家庭が、多額のお金 を出 して子 どもを名門学校や私立学校に行かせる現象
は、本研 究で も見 られている。それに対 して、労働者の下層 階級、あるいは失業者、半失業者 の家庭 は、
あらゆる面で資本の低下状況 に陥っている。収入の激減、職場の喪失、家庭関係 の不安定 などの現実 は、
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